
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 原水が流入し、嫌
気性処理を行う脱窒槽と、好気性処理を行う硝化槽とを有する槽本体と、前記脱窒槽内の
活性汚泥混合液を硝化槽へ移送する移送系と、前記硝化槽内の活性汚泥混合液の一部を脱
窒槽へ返送する返送系とを備え 排水処理装置において、
　前記返送系に介在して、活性汚泥混合液より沈降する活性汚泥を貯溜する汚泥貯溜槽を
前記槽本体に一体的に設けたことを特徴とする排水処理装置。
【請求項２】
　硝化槽の内部に、槽内の活性汚泥混合液を濾過する膜分離装置を浸漬設置し、前記膜分
離装置により濾過された濾過水を硝化槽の外部へ取り出すように構成したことを特徴とす
る請求項１記載の排水処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、浄化槽などの排水処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の排水処理装置として、たとえば図６に示したような、脱窒槽１と膜分離装置２を設
置した硝化槽３と処理水槽４とを備えたものがある。膜分離装置２は、上下が開口したケ
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ース２ａ内に膜エレメント２ｂを膜面を上下方向として配列したものであり、膜エレメン
ト２ｂの下方に散気装置５が設置され、膜エレメント２ｂの濾過水流路に連通する濾過水
導出管２ｃは処理水槽４内で開口している。
【０００３】
このような排水処理装置では、原水６を脱窒槽１内に導入し、脱窒槽１内の活性汚泥混合
液７の一部を硝化槽３へ移送しつつ、硝化槽３内の活性汚泥混合液８を脱窒槽１へ越流さ
せている。そしてこの状態において、脱窒槽１内で嫌気条件下に脱窒処理し、硝化槽３内
で、散気装置５により散気される好気条件下に硝化処理するとともに、上記フローにより
一定水位に維持された活性汚泥混合液８を、図示したような水位差を利用した重力濾過方
式あるいは吸引濾過方式により膜エレメント２ｂで濾過して、濾過水９を濾過水導出管２
を通じて処理水槽４内へ導出し、処理水槽４内の濾過水９を適宜排出している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記したような排水処理装置には、適正な活性汚泥濃度範囲がある。このため
、大型の排水処理装置では、発生する余剰汚泥量を予想して引き抜き量を予め設定し、設
定量の汚泥を常時または定期的に硝化槽３から引き抜くことにより、活性汚泥濃度をほぼ
一定に維持するようにしている。
【０００５】
一方、浄化槽などの小型の排水処理装置では、常時または定期的に余剰汚泥を引き抜く装
置を付設することは困難であり、また発生する余剰汚泥量が少なくかつ一定しないため、
余剰汚泥が蓄積した時点で随時引き抜いている。そのため、複数の排水処理装置を管理す
る場合、各排水処理装置の汚泥引き抜き時が異なってしまい、管理が容易でないという問
題がある。
【０００６】
また、いずれの排水処理装置でも、硝化槽３内の余剰汚泥を槽底部よりそのまま引き抜い
ているため、大量の活性汚泥混合液８を一緒に引き抜くことになり、引き抜き量が大きく
なるという問題がある。
【０００７】
本発明は上記問題を解決するもので、余剰汚泥を簡便に引き抜くことができる排水処理装
置を提供することを目的とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記問題を解決するために、本発明の請求項１記載の排水処理装置は、

原水が流入し、嫌気性処理を行う脱
窒槽と、好気性処理を行う硝化槽とを有する槽本体と、前記脱窒槽内の活性汚泥混合液を
硝化槽へ移送する移送系と、前記硝化槽内の活性汚泥混合液の一部を脱窒槽へ返送する返
送系とを備え 排水処理装置において、
　前記返送系に介在して、活性汚泥混合液より沈降する活性汚泥を貯溜する汚泥貯溜槽を
前記槽本体に一体的に設けたものである。
【０００９】
請求項２記載の排水処理装置は、硝化槽の内部に、槽内の活性汚泥混合液を濾過する膜分
離装置を浸漬設置し、前記膜分離装置により濾過された濾過水を硝化槽の外部へ取り出す
ように構成したものである。
【００１０】
上記した構成によれば、脱窒槽と硝化槽との間を循環する活性汚泥混合液中の活性汚泥の
一部が汚泥貯溜槽で分離されるので、連続的に上昇する活性汚泥濃度が自動的に調整され
る。また汚泥貯溜槽内で沈降した活性汚泥は滞留する間に濃縮されるので、引き抜き量が
低減される。硝化槽内に膜分離装置を設置した処理装置では、活性汚泥が装置外へ流出す
ることがないので、このようにして自動的に活性汚泥濃度を調整できる装置構成がより好
ましい。
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【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
図１において、本発明の一実施形態における排水処理装置は、先に図６を用いて説明した
従来のものとほぼ同様の構成を有しているので、同一作用を有する部材に図６と同じ符号
を付して詳しい説明を省略する。
【００１２】
この実施形態の排水処理装置が従来のものと異なるのは、脱窒槽１と硝化槽３との間に汚
泥貯溜槽１０を設けた点である。詳細には、脱窒槽１と汚泥貯溜槽１０と硝化槽３と処理
水槽４とをこの順に配置した槽本体を構成し、脱窒槽１と汚泥貯溜槽１０との隔壁１１の
上部に連通口１１ａを設け、脱窒槽１の内部から硝化槽３の内部にわたって、移送ポンプ
１２を介装した移送管１３を設け、硝化槽３と汚泥貯溜槽１０との隔壁１４の上部に越流
口１４ａを設けている。１５は排水管、１６は排水ポンプ、１７，１８は排泥管である。
【００１３】
このような構成により、脱窒槽１内の活性汚泥混合液７は移送管１３を通じて硝化槽３へ
移送され、硝化槽３内の活性汚泥混合液８は越流口１４ａを通じて汚泥貯溜槽１０の内部
に流入し、この槽内の上部を通過し、連通口１１ａを通じて脱窒槽１へ返送される。
【００１４】
このとき、活性汚泥混合液８が汚泥貯溜槽１０の内部を通過する間に、活性汚泥の一部が
沈降し、それにより脱窒槽１へ返送される活性汚泥混合液８の活性汚泥濃度が低下し、そ
の結果、脱窒槽１と硝化槽３との間を循環する活性汚泥混合液７，８の活性汚泥濃度が適
度に調整される。
【００１５】
したがって、適当時に、汚泥貯溜槽１０内底部の汚泥を引き抜けばよく、沈降した汚泥は
滞留する間に濃縮されるため引抜量は少なくてすむ。原水６とともに流入した分解されに
くい毛髪などの夾雑物も汚泥貯溜槽１０で除去される。
【００１６】
図２に示したように、汚泥貯溜槽１０内の上部から硝化槽３の内部にわたって、移送ポン
プ１２を介装した移送管１３を設け、硝化槽３と汚泥貯溜槽１０との隔壁１４の上部の越
流口１４ａから脱窒槽１の内部にわたって返送管１９を設けてもよい。
【００１７】
この構成によれば、脱窒槽１内の活性汚泥混合液７は連通口１１ａを通じて汚泥貯溜槽１
０の内部に流入し、この槽内の上部を通過し、移送管１３を通じて硝化槽３へ移送され、
硝化槽３内の活性汚泥混合液８が返送管１９を通じて脱窒槽１内へ返送される。
【００１８】
この場合も、活性汚泥混合液７が汚泥貯溜槽１０の内部を通過する間に、活性汚泥の一部
が沈降し、それにより硝化槽３へ移送される活性汚泥混合液７の活性汚泥濃度が低下する
結果、脱窒槽１と硝化槽３との間を循環する活性汚泥混合液７，８の活性汚泥濃度が適度
に調整される。
【００１９】
なお、活性汚泥混合液７，８の活性汚泥濃度の調整、すなわち汚泥貯溜槽１０内で沈降さ
せる汚泥量の調整は、適当な形状や槽内滞留時間を設定した汚泥貯溜槽１０を設置するこ
とで行う。たとえば、図３～図５に示したような汚泥貯溜槽１０を設置できる。各図では
、簡便のために、連通口１１ａ、越流口１４ａ、移送管１３のいずれかに相当するものと
して、流入部２０、流出部２１を示した。
【００２０】
図３に示した汚泥貯溜槽１０では、流入部２０と流出部２１との下方に傾斜板２２，２３
によってろうと状の仕切壁２４を形成しており、この仕切壁２４により、活性汚泥２５を
槽内底部へ案内するとともに、活性汚泥２５の浮上を防止している。
【００２１】
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図４に示した汚泥貯溜槽１０では、槽上部に、横断面積が小さい筒状部２６を形成し、こ
の筒状部２６に流入部２０と流出部２１とを設けており、この槽形状によれば、槽内滞留
時間が比較的小さくなるとともに、活性汚泥２５の浮上が防止される。
【００２２】
図５に示した汚泥貯溜槽１０では、槽内に、下端と槽底面との間に間隙を有する仕切壁２
７と、上端が越流堰をなす仕切壁２８とを交互に配置しており、この槽形状によれば、槽
内滞留時間が比較的大きくなるとともに、活性汚泥混合液が仕切壁２７，２８間を上昇・
下降する間に、活性汚泥２５と上澄水とに分離されやすい。
【００２３】
なお、上記した実施形態では、膜分離装置２を設置した排水処理装置を示したが、膜分離
装置２を設置しない場合は、硝化槽３内上部の活性汚泥混合液８が処理水として処理水槽
４へ流入し、ここで活性汚泥が沈降分離される。
【００２４】
図示を省略したが、通常は脱窒槽１の前段に、夾雑物の除去と流量調整とを行う原水槽を
設けている。図１に示した装置構成であって原水槽を有したものによれば、ＢＯＤ２００
ｍｇ／Ｌ程度の原水の流入時に、装置内を循環する活性汚泥混合液をＭＬＳＳ５０００～
２００００ｍｇ／Ｌに維持できた。
【００２５】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、活性汚泥混合液を循環する循環経路に汚泥貯溜槽を介在さ
せることにより、この槽内で活性汚泥混合液中の活性汚泥の一部を沈降させて、活性汚泥
濃度を自動的に調整することができ、しかも沈降した活性汚泥は濃縮されるため、引き抜
き量を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態における排水処理装置の全体構成を示した縦断面図である。
【図２】本発明の他の実施形態における排水処理装置の全体構成を示した縦断面図である
。
【図３】図１または図２に示した排水処理装置に設置可能な汚泥貯溜槽の一例を示した縦
断面図である。
【図４】図１または図２に示した排水処理装置に設置可能な汚泥貯溜槽のその他の例を示
した縦断面図である。
【図５】図１または図２に示した排水処理装置に設置可能な汚泥貯溜槽のさらに他の例を
示した縦断面図である。
【図６】従来の排水処理装置の全体構成を示した縦断面図である。
【符号の説明】
１　　脱窒槽
２　　膜分離装置
３　　硝化槽
４　　処理水槽
６　　原水
７　　活性汚泥混合液
８　　活性汚泥混合液
９　　濾過水
10　　汚泥貯溜槽
13　　移送管
19　　返送管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(5) JP 3652051 B2 2005.5.25



フロントページの続き

(72)発明者  岡田　公一
            兵庫県尼崎市浜一丁目１番１号　株式会社クボタ技術開発研究所内
(72)発明者  本田　和之
            滋賀県甲賀郡甲西町高松２番地の１　株式会社クボタ滋賀工場内

    審査官  加藤　幹

(56)参考文献  特開平０７－２９９４９４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              C02F 3/00-3/34

(6) JP 3652051 B2 2005.5.25


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

